
間にすむ。体色はその海藻の色と同じ緑色から赤褐色
まで色彩変異に富んでいる。
分布 － 房総半島から九州，インド西太平洋海域に広
く分布する。岩礁から浅海に生息する。

61. ツノガニ Hyastenus diacanthus (De Haan, 1837)

（図 15-61）
　甲長 3 cm，額角長 2 cm。甲は縦長で，甲の鰓域外
縁にある突起まで前側縁は広がり，その後方は急に狭
まる。額棘は甲長の 2/3ほどの長さに達し，やや開い
ているが，長短や開く角度には著しい変異がある。胃
域は強く隆起して，中央部に鈍頭の突起がある。甲面，
はさみ脚，歩脚とも軟らかい短毛で覆われている。甲
面にはゴミだけでなく，ヤギ類などが付着しているこ
とが多い。
分布 － 東京湾以南，日本海，東南アジア沿岸からオー
ストラリアまで分布し，水深 30-100 mの砂泥底に生
息する。

62. マルツノガニ Hyastenus elongatus Ortmann, 1893

（図 15-62）
　額棘を除く甲長は 2 cmほどで，額棘は 1 cmほど。
ツノガニ類として典型的な形態で，鰓域，胃域や腸域
が適度に膨らむ。鰓域に突起がないことが本種の特徴
（和名の由来）。額棘は甲長の半分程度と長く，左右平
行して前方を向く。
分布 － 東京湾以南，日本海，インド洋中部までの浅
海に生息する。兵庫県産。

63. イッカクガニ Menaethius monoceros (Latreille, 1825)

（図 15-63）
　甲長は額部を含めて 1.5 cmほど。甲の輪郭は細い三
角形であるが，額部の長さには個体，成長，雌雄差が
あり，雌や若い個体ではやや幅が広い印象を受ける。
背面は平らで，胃域と心域がわずかに盛り上がる。肝
域縁に 1突起，鰓域縁に 2突起があり，後者の第 2突
起が前側縁と後側縁の交点に位置する。一見，コノハ
ガニの雄のように見えるが，額は背腹に平たく（コノ
ハガニでは左右に平たい），先端が小さく 2つに分か
れている（コノハガニでは切れ込みはない）。
分布 － 房総半島以南，富山湾以南の岩礁に生息し，
インド西太平洋海域全体に広く分布している。鳥取県
沿岸新記録。

64. アシナガツノガニ Phalangipus hystrix (Miers, 1886)

（図 15-64）
　甲長，甲幅とも 2 cmほどで，額棘は短い。甲面は
盛り上がり，甲域に分けられている。甲の正中線上に
円錐形の突起が 4本あるほか，各甲域にも突起がある。
鰓域には 8突起あるが，側縁にある 4突起が大きい。
はさみ脚，歩脚とも円筒形で，雄のはさみ脚は著しく
長い。歩脚も著しく長い。砂泥底に生息するが，時に
膨大な個体が砂泥中に潜ったり，群れをなして移動す
ることがある（武田ら 2007）。
分布 － 東京湾以南，石川県以南，インド西太平洋海
域の水深 20-100 mに生息する。

65. ヤハズモガニ Pugettia incisa (De Haan, 1839)

（図 15-65）
　甲長 2 cmほどで，甲の輪郭は洋梨形。甲面は滑ら
かで，胃域と心域，甲の後縁が円錐形に尖っている。
額歯は V字形の切れ込みで分けられている。眼窩外歯
は肝域縁と癒合して板状になっている。鰓域の後部に
斜め側後方に向く棘状突起が 1本ある。はさみ脚の各
節は前後縁が薄い板状になっている。歩脚には毛の縁
取りがある。
分布 － 北海道南部から九州までの両沿岸，韓国，中
国沿岸。浅海の岩場に生息する。

66. ヒメモガニ Pugettia minor Ortmann, 1893

（図 15-66）
　甲長 1.5 cmほど。基本的にはヨツハモガニに似てい
るが，鰓域が丸いために全体として丸みを帯びた印象
を受ける。背面は胃域，心域，腸域が認められ，それ
ぞれ正中線上が鈍い突起になっている。額棘はあまり
開かず，眼窩外歯，肝域の棘，鰓域の突起も小さい。
はさみ脚各節の縁は角ばっている。歩脚は細い。
分布 － 本州北部から九州までの両沿岸，東シナ海に
かけて，水深 35-150 mの砂泥底に生息する。兵庫県産。

67. ニッポンモガニ Pugettia nipponensis Rathbun, 1932

（図 15-67）
　甲長 1.5 cmほど。ヒメモガニに似ているが，胃域，
鰓域前部，腸域に数個の顆粒があるほか，鰓域の側縁
にも数個の顆粒が並んでいる。これらの顆粒が明らか
な粒状になっていることは少なく，集まって膨らみに
なっていることが多い。甲面全体に細毛が生えている
があまり目立たない。
分布 － 東北地方から九州までの太平洋岸，兵庫県以
南の日本海，東シナ海にかけて各地の水深 65-600 mに
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図 15（モガニ科）. 60: コノハガニ Huenia heraldica (De Haan, 1837). 61: ツノガニ Hyastenus diacanthus (De Haan, 1837). 
62: マルツノガニ Hyastenus elongatus Ortmann, 1893. 63: イッカクガニ Menaethius monoceros (Latreille, 1825). 
64: アシナガツノガニ Phalangipus hystrix (Miers, 1886). 65: ヤハズモガニ Pugettia incisa (De Haan, 1839). 66: ヒメ
モガニ Pugettia minor Ortmann, 1893. 67: ニッポンモガニ Pugettia nipponensis Rathbun, 1932.
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生息する。ヒメモガニと混獲されることもあるが，同
所的に生息しているのかどうかは明らかではない。兵
庫県産。

68. コヨツハモガニ Pugettia pellucens Rathbun, 1932

（図 16-68）
  甲長 1 cmほど。ヨツハモガニに似ているが小型であ
ること，印象的に細長いこと，甲域上に明らかな突起
がないこと，肝域は突起状で，眼窩外歯とは深く隔て

られていること，また，鰓域の突起は細く，棘状であ
ることなどにより区別される。また，雄の第 1腹肢の
先端部があまり開かない。
分布 － 相模湾から紀伊半島沿岸の岩礁，ヨツハモガ
ニよりもやや深みに生息する。日本海では秋田県沿岸
から記録されている。鳥取県沿岸新記録。

69. ヨツハモガニ Pugettia quadridens (De Haan, 1837)

（図 16-69）
　甲長 3 cmほどで，甲の輪郭は縦長の洋梨形ないし
菱形。胃域，心域，腸域，鰓域が盛り上がり，胃域に
3個，心域と腸域に各 1個の小顆粒がある。各甲域は
滑らかで，鰓域の側部に鉤形に曲がった剛毛が生えて
いる。肝域は板状，三角形で大きく突出している。前
側縁の末端（後側縁の前端）が突起になっている。額
棘は幅広く，左右に弱く開き，両縁に鉤形に曲がった
剛毛が列生している。雄のはさみ脚は強大。雌はやや
小型で，甲の輪郭が丸みを帯びている。雌のはさみ脚
は左右とも小さい。甲の前側縁および額棘に生えてい
る鉤形の剛毛に切り取った海藻をつけてカムフラー
ジュしている。
分布 － 北海道以南九州までの全沿岸，韓国，中国北
部の岩礁潮間帯から浅海。

70. ヒラツノガニ Scyra compressipes Stimpson, 1857

（図 16-70）
　甲長 3 cm。甲面は盛り上がりが弱く，無毛。胃域に
2個，心域と腸域に各 1個の目立つ顆粒があるほか，
左右相称的に小顆粒がある。額は扁平で，左右が接し，
先端が鋭く尖る。眼窩外歯と肝域は癒合し，大きな葉
状になっているが，その後端は棘になっている。鰓域
外角は棘になっていて，先端が斜め前方に向いている。
はさみ脚は強大で，各節は前後縁とも薄板状になって
いる。
分布 － 鳥取県以北の日本海沿岸，相模湾以北北海道
までの太平洋岸の浅海に生息する。

XV．ケアシガニ科 MAJIDAE

71. トゲカイメンガニ Entomonyx spinosus Miers, 1884

（図 17-71）
　甲長 2 cmほど。甲は縦長で，眼窩の後方と肝域の
後方でくびれている。胃域の正中線上に前後に 2棘，
心域に左右に 2棘，腸域に前後に 2小棘，肝域縁に 2，
3本の小棘，鰓域縁に 2棘ある。額棘は短く，あまり
開かない。眼窩はやや管状。甲面もはさみ脚も大小の
顆粒で覆われている。歩脚の長節末端に 1棘ある。

日本海南西部鳥取沿岸に生息するカニ類
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図 16（モガニ科の続き）. 68: コヨツハモガニ Pugettia 
pellucens Rathbun, 1932. 69: ヨ ツ ハ モ ガ ニ 
Pugettia quadridens (De Haan, 1837). 70: ヒラツ
ノガニ Scyra compressipes Stimpson, 1857.
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分布 － 相模湾以南，東シナ海，オーストラリア，ア
ンダマン海，インド近海などの浅海から知られている。
日本海新記録。

72. ヒメコシマガニ Leptomithrax bi!dus (Ormtann, 1893)

（図 17-72）
　甲長 3 cmほど。甲幅は 2.5 cmほど。額棘は甲長の
約 1/4。額棘は基部半分は平行で，先方が外に向かっ
て開く。甲面は大小の顆粒で覆われ，胃域に 2本，心
域に左右に並ぶ 2本，甲の後縁中央に左右に並ぶ 2本
の鋭い棘がある。甲の側縁に鋭い 5本の棘が並ぶ。眼
窩外歯の先端が二叉するのが本種の特徴である（学名
の由来）。
分布 － 日本固有種で，東京湾および山形県から九州
沿岸までの浅海砂泥底に生息する。鳥取県沿岸新記録。

73. コシマガニ Leptomithrax edwardsii (De Haan, 1839)

（図 17-73）
　甲長，甲幅とも 6 cmほどの大型種。歩脚は円筒状
で著しく長く，第 1脚から後方へ次第に短くなる。甲
面は盛り上がり，滑らかな溝で明らかな甲域に分けら
れている。各甲域は大小の顆粒で覆われ，胃域の正中
線上に瘤状突起が前後に並んでいる。肝域縁に 1本，
鰓域縁に 3本，鰓域上に 1本の鋭い突起が等間隔に並
んでいる。生時，甲や歩脚に小さなイソギンチャクが
数個ついている。
分布 － 東京湾および山形県以南，東シナ海まで分布
する。生息水深は 50-300 m。

74. ヤマトケアシガニ Maja japonica Rathbun, 1932

（図 17-74）
　甲長 2 cmほどで，ケアシガニ類としては小型である。
甲の輪郭は丸みのある洋梨形で，鰓域の膨らみが強い。
甲面は一様に顆粒で覆われ，胃域に 2，3本の小棘が
あるほか，心域上に 1個，腸域に 1個の小突起がある。
額棘はあまり開かず，先端が外方を向く。肝域には強
大な突起がある。鰓域縁には離れた 2棘があり，さら
に後方の背面に 1小棘がある。はさみ脚は細く無毛。
歩脚には密な毛の縁取りがある。
分布 － 日本固有種で，相模湾から九州までの水深
110-200 mの砂泥底に生息する。日本海新記録。

75. コワタクズガニ Micippa philyra (Herbst, 1803)

　甲長 3 cmほどで，甲はやや縦長の楕円形。甲面は
顆粒で覆われ，甲の前側縁に 4-6個の小突起，後縁に
2小棘がある。胃域が盛り上がり，肝域にかけて強く

低下し，また，腸域の両側も低い。額は直角に下垂し，
先端が 4歯に分かれている。
分布 － 東京湾および新潟県以南，インド西太平洋海
域の岩礁に広く分布している。

76. ワタクズガニ Micippa thalia (Herbst, 1803)

（図 17-76）
　甲長 3 cmほどで，甲はやや縦長。甲面は顆粒で覆
われ，各顆粒の周囲に数本の鉤毛が生えている。胃域
の正中線上に 3棘，心域に左右に 2棘，鰓域に 1棘が
ある。また，甲の側縁の肝域に 3小棘，鰓域に 5棘が
ある。額は下垂して，2棘に分かれ，先端部分が外側
に大きく開いている。歩脚は太く，長短の毛で密に覆
われている。
分布 － 東京湾および青森県以南アフリカ東岸，紅海
まで，水深 30-100 mに生息している。

77. カイメンガニ Prismatopus longispinus (De Haan, 1839)

（図 17-77）
　甲長 3.5 cmほど。甲は縦長の洋梨形で，鰓域が大き
く膨らんでいる。胃域に前後に 2本，心域に左右に 2本，
腸域に前後に 2本，鰓域に 2本の長い棘があり，それ
らの先端は球形になっている。額棘は左右に大きく開
き，長くて先端が球形。眼窩外歯は平たく，先端が斜
めに切断された状態である。はさみ脚の長節と腕節の
稜は薄板状。歩脚の長節末端に 1棘がある。和名は海
綿や海藻の切れ端などでカムフラージュしていること
による。
分布 － 房総半島および福井県以南，インド西太平洋
海域の水深 10-50 mの岩礁に生息する。鳥取県沿岸新
記録。

XVI．ヤワラガニ科 HYMENOSOMATIDAE

78. ヒメソバガラガニ Elamena truncata (Stimpson, 1858)

（図 18-78）
　甲幅 6 mmほどで，甲長はやや短い。甲の輪郭は丸
みのある五角形。額は幅広いが突出することなく，真
直ぐに切断された形状を示す。甲の背面は平ら，滑ら
かで，甲域は不明瞭。はさみ脚の掌部は雄ではやや肥
大している。歩脚は長く，やや扁平。指節の内縁，先
端近くに三角形の歯がある。岩礁の石の下などに生息
する。
分布 － 房総半島および青森県沿岸から南，オースト
ラリア，インドまで分布する。兵庫県産。
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79. ヤワラガニ Halicarcinus messor (Stimpson, 1858)

（図 18-79）
　甲幅，甲長とも 5 mmほどの小型種で，甲はあまり
硬くない（和名の由来）。輪郭は丸みのある三角形で，
胃域と心域がわずかに隆起しているが，全体として平
ら。額は 3歯からなるが，左右の歯はごく小さく，中
央歯だけがへら状に突出している。甲の前側縁には 2

歯ある。はさみ脚は雄ではやや太くなり，両指の基部
に軟毛がある。歩脚は細長く，指節は強く湾曲して内
縁に小歯が列生している。岩礁の海藻の間などに生息
している。
分布 － 日本固有種で，本州北部から九州まで全沿岸
各地で見られる。

日本海南西部鳥取沿岸に生息するカニ類
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図 17（ケアシガニ科）. 71: トゲカイメンガニ Entomonyx spinosus Miers, 1884. 72: ヒメコシマガニ Leptomithrax bifidus 
(Ormtann, 1893). 73: コシマガニ Leptomithrax edwardsii (De Haan, 1839). 74: ヤマトケアシガニ Maja japonica Rathbun, 
1932. 76: ワタクズガニ Micippa thalia (Herbst, 1803). 77: カイメンガニ Prismatopus longispinus (De Haan, 1839).
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80. アシボソヤワラガニ Halicarcinus setirostris 

(Stimpson, 1858)

（図 18-80）
　甲長 5 mm，甲幅 4.5 mmほどの小型種。甲はやや縦
長の円形。甲面は平らで，甲域を分ける不明瞭な溝が
ある。甲の前側縁に 1歯ある。額は 3歯からなるが，
左右の歯はごく小さい。中央歯は長い筆穂状。はさみ
脚は雌雄とも細長く，雄では両指が湾曲し，広い隙間
が残る。歩脚は細長い。
分布 － 青森県以南の太平洋側，石川県以南の日本海
沿岸各地，台湾，シンガポールから知られており，水
深 15-20 mに生息する。

81. ソバガラガニ Trigonoplax unguiformis (De Haan, 1839)

（図 18-81）
　甲幅 1.5 cmほどで，甲長はやや短い。甲の輪郭は全
体として三角形であるが，額が三角形に突出し，甲の
後側縁が真直ぐであるため，前方に尖った五角形にも
見える。甲は著しく平たく，甲域は不明瞭。はさみ脚，

歩脚とも細長い。歩脚の指節の内縁先端近くに二叉し
た歯がある。甲，はさみ脚，歩脚とも膜質で，半透明。
分布 － 本州北部から九州各地，東南アジアからイン
ド近海までの浅海に生息する。

XVII．ヒシガニ科 PARTHENOPIDAE

82. カワリヒシガニ Cryptopodia transitans (Ortmann, 1893)

（図 19-82）
　甲幅 2 cmほど。甲の輪郭は五角形であるが，大型
個体になるほど横長になる。また，若い個体では各角
が鋭く，側縁が薄い庇状になっているが，大型個体で
は角が丸みを帯びている。また，側縁に並ぶ平たい歯
も幼体では鋭い。甲面は胃域の側方と後方がくぼみ，
一方，心域と鰓域が隆起する。額は低い三角形で，突
出している。はさみ脚は円筒状で，長節の両縁と掌部
の上部が低い三角形の歯が連なった稜になっている。
分布 － 相模湾以南，福井県以南の浅海に分布し，フィ
リピンやインドからも知られている。
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図 18（ヤワラガニ科）. 78: ヒメソバガラガニ Elamena truncata (Stimpson, 1858). 79: ヤワラガニ Halicarcinus messor 
(Stimpson, 1858). 80: アシボソヤワラガニ Halicarcinus setirostris (Stimpson, 1858). 81: ソバガラガニ Trigonoplax 
unguiformis (De Haan, 1839). 
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83. ホソウデヒシガニ Enoplolambrus laciniatus 

(De Haan, 1839)

（図 19-83）
　甲幅 2.5 cmほどで，甲長はやや短い。甲面は滑らか
で，顆粒はほとんどない。胃域と心域上にそれぞれ 1

個の小突起がある。額は上面がくぼむ。肝域縁は板状。
鰓域縁には 7つの板状歯が接して並んでいる。後側縁
上の 1歯は顕著で，ここから鰓域上に稜が走っている。
はさみ脚は太く，各節はほとんど滑らかで，前後縁に
小歯が並んでいる。歩脚の各節は平たく，前後縁はい
ずれも薄板状である。長節では板状縁が小歯に刻まれ
ている。
分布 － 日本固有種で，土佐湾と朝鮮海峡，日本海北
部の浅海から記録されている。鳥取県沿岸新記録。

84. ヒシガニ Enoplolambrus validus (De Haan, 1837)

（図 19-84）
　甲幅 3 cmほどで，三角形に尖った額角，ごつごつ
した甲面は特徴的である。甲の形の印象はヒシの実を

思わせ，また、甲が堅い（和名の由来）。胃域，心域，
鰓域が強く隆起する。左右のはさみ脚は雌雄とも長大。
分布 － 房総半島以南，オーストラリアまでの水深
30-200 mに生息する。

85. ミツカドヒシガニ Garthambrus pteromerus 

(Ortmann, 1893)

（図 19-85）
　甲幅 2.5 cmほどで，甲の輪郭は三角形。胃域，心域，
鰓域が盛り上がり，甲の正中線と前側縁に沿って強い
稜が走る。甲の前側縁にはやや不揃いの 9-10個の歯
が並んでいる。はさみ脚は細長い。
分布 － 青森県から島根県沖の日本海，相模湾から土
佐湾までの太平洋側のほか，ハワイからも知られてい
る。生息水深は 45-355 m。

日本海南西部鳥取沿岸に生息するカニ類
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図 19（ヒシガニ科）. 82: カワリヒシガニ Cryptopodia transitans (Ortmann, 1893). 83: ホソウデヒシガニ Enoplolambrus 
laciniatus (De Haan, 1839). 84: ヒシガニ Enoplolambrus validus (De Haan, 1837). 85: ミツカドヒシガニGarthambrus 
pteromerus (Ortmann, 1893).  
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XVIII �} �«�æ�¨�Ç �J  CHEIRAGONIDAE

86. �­�¨�Ç  Erimacrus isenbeckii (Brandt, 1848)
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87. � �½�ã�¢�¨�Ç  Anatolikos japonicus (Ortmann, 1894)
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88. �¯� �½�ã�¢�¨�Ç  Glebocarcinus amphioetus 

(Rathbun, 1898)
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